
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE ROTARY CLUB OＦ TAKATSUKI 国際ロータリー 第２６６０地区 

四つのテスト 

Ⅰ．真実かどうか 

Ⅱ．みんなに公平か 

Ⅲ．好意と友情を深めるか 

Ⅳ．みんなの為になるかどうか 

事務所 オーロラモール高槻西武６階 〒569-1116 高槻市白梅町 4-1 

    TEL 072-683-1158 FAX 072-683-1174 

    E-mail takatsuki.rc@bird.ocn.ne.jp 

例会日 毎週水曜日 12:30～13:30 

例会場 オーロラモール高槻西武６階 多目的ホール TEL 072-684-5379 

創 立 1954 年 6 月 15 日 

会長 浜田厚男 幹事 橋本憲治 クラブ運営委員長 馬渕晴彦 会報担当副委員長 藤田貴子 

９月は基本的教育と識字率向上月間 ／ ロータリーの友月間 

 
 

ガバナー補佐訪問   於：桃谷樓 

◎ ソング・・・四つのテスト 

◎ 委員会例会 

◎ 例会後の行事 

   13：30～クラブ協議会（於：桃谷樓） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3088 回 本日（9/13）の例会 

（1/20）の例会 

 
 

◎ ソング・・・R-O-T-A-R-Y 

◎ 8 月度皆出席表彰 

◎ 外部卓話 

  テーマ：「気づきによる個の活性化」 

    スピーカー：キャリアコンサルタント   
渡辺 高伸氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3089 回 次週（9/20）の例会 

No.10   2017年 9月 13日発行 

 イアン H.S. ライズリー RI 会長 

 

 

ＲＯＴＡＲＹ：ＭＡＫＩＮＧ Ａ ＤＩＦＦＥＲＥＮＣＥ～ロータリー：変化をもたらす 

 

会員数 出席者数 出席率 

  54 名   47 名  90.38 ％ 

前々回例会補正後出席率  96.08 ％ 

但し、 Mup 2 名   欠席者 2 名 

出席規定適用免除有資格者  3  名 

 

 

 

 

 

◎9/6 出席報告 

先週（9/6）の例会から 

◎ビジター              計 1 名 
   本田 孔士様（大阪ＲＣ） 眼科医 

◎会長の時間   

 
9 月は基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友

月間です。 
識字率ランキングを調べてみると 1 位がリヒテンシュ

タイン（100％）2 位がなんと北朝鮮（100％）です。日
本はずっと下がって 28 位（99.0％）あと 68 位韓国
（97.9％）87 位台湾（96.1％）中国が 101 位（95.1％） 
マレーシアは 120 位（93.1％）でした。世界平均は 85.9％
で下位にはアフリカ諸国が入り最後が南スーダン
（27.0％）でした。 
それではロータリーはどのような活動をしているのか

というと 
ロータリーによる活動の例： 
①学校を作る。 
  アフガニスタンでは、貧困の連鎖を断ち切り、教育の
不平等をなくすために、 ロータリー会員が女子学校を
つくりました。 

②成人のための教育。 
 米国デトロイトでは、成人の半数以上が十分な識字力
をもたないと言われています。このような状況を受け、 
地元の非営利団体「ProLiteracy」と協力して、成人へ 
の個人指導を行う講師を募集し、研修を実施しました。 

③クノロジー研修。 
ネパール大地震の後、地震でパソコンを失った学校に 

パソコンを寄贈。 さらに、デジタル教材の使い方につ 

いて教員への研修を行いました。 

④教員の研修。 

アフリカの学校に電子機器やパソコンを寄贈し、イン
ターネットの使い方やネットで情報や教材を見つけ
る方法を教員に指導しました。 

⑤学校における水と衛生設備の改善。 

レバノンでは、生徒たちが元気に授業を受けられるよ
う、すべての公立学校にきれいな水を提供する設備を
整えました。 

ロータリーではこのような活動をしています。 

  

 

 

  

高槻ロータリークラブ 
２０１７～２０１８ 

WEEKLY BULLETIN 
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◎幹事報告 

・特にございません。 

摂津峡とは

■北摂随一の景勝地とされ、約４km
にわたって夫婦岩、八畳岩などの奇
岩、断崖、滝などが続いている。

■この風景を日本三大奇景の一つ耶
馬渓に例えて「摂津耶馬渓」の別称
があり。（日本三大奇景：耶馬渓、寒霞渓、妙義山 ）

■「高槻八景」に制定されたことも
ある（昭和６年）

  

①上宮天満宮（じょうぐう

てんまんぐう）の花雪

②能因塚（のういんづか）

の翠煙（すいえん）

③本山寺の秀鐘（しゅうへき）
④神峯山寺（かぶざんじ）の雲鐘（うんしょう）

⑤摂津耶馬渓
（せっつやばけい）の鳴
琴（めいきん）

⑥芥川堤の香霞
（こうか）

⑦八丁松原の龍影
⑧淀川の晴虹  

■メンバー： １７名

■同伴者：大人：１６名

小人： ３名

幼児： ９名

合計：４５名

参加者

       

三好の里とは
■芥川上流と「摂津峡」に囲ま
れたバーベキュー場。
2010年に閉鎖された「河鹿荘」
の庭園。

■人工の滝から流れる小さな川
があり、小さなお子様でも安心
して楽しめる。

■芥川が流れる川のほとりへ降り
る事が出来、水遊びを楽しめる。

 

        ＜写真、動画＞  

 

ご協力ありがとうございました。

次回の家族親睦会は

12/23クリスマスパーティー です。

よろしくお願いいたします。

 

◎委員会報告 

〇米山記念奨学会           長山 正剛 
 先般ご協力いただきました米山 100 円募金は、 

￥9,480-集まり、お振込が完了しましたことご報告
いたします。ご協力ありがとうございました。 
 

〇社会奉仕委員会           小山 彰夫 
 9 月 3 日（日）開催しました薬物乱用防止キャンペ
ーンには、多数のご参加をいただきましてありがと
うございました。37名の方に参加頂き、チラシ2,000
枚、きずテープ 1,000 枚を配布し、ＰＲすることが
できました。また高槻中学高等学校ＩＡＣの生徒 13
名も参加し、暑い中ではありましたが、ダメゼッタ
イ君の着ぐるみを来て精力的にＰＲしてくれまし
た。ご協力ありがとうございました。 

 

◎卓話   「親睦会報告」      馬渕晴彦

夏の家族親睦会

会員家族との親睦を！！「楽輪」

平成29年8月20日（日）

15：30～18：00

 

 

 

〇国際奉仕委員会           伊藤 智秋 
10 月ブキビンタンＲＣの方が 13 名来阪されます。 
友好クラブとして会員全員で歓待したいと思いま
す。回覧を回しますので、日程調整をいただき、必
ずどれかの日程には参加頂きますようお願いいた
します。 
 

【日時】2017 年 10 月 16 日（月）午前、午後、夕食会 
    2017 年 10 月 17 日（火）午前、午後、夕食会 
    2017 年 10 月 18 日（水）例会前 
  ※詳細は決定次第ご報告いたします。 

 

 



  ◎卓話    

「私の履歴書」       松下 浩章 
この度、小阪さんと大木さんのご推薦を頂き歴史と伝

統あるこの高槻ロータリークラブへ入会させて頂きま
した(株)松下建設の松下浩章と申します。どうぞよろし
くお願い致します。 
私は、1967 年、昭和 42 年 2月 2 日に大阪府岸和田市

で松下家の次男として生まれました。兄弟は兄、姉、そ
して弟の 4人兄弟の 6人家族と言う環境で育ちました。
父は昭和 6 年生まれで九州大分県佐伯市の出身であり
ます。8人兄弟の 3 男であった父は大阪に出て一旗揚げ
ようとの思いから、単身出て来て色々と仕事を転々とし
ながら最後に落ち着いたのが不動産の仕事であったよ
うです。 
母は、東大阪市の額田の出身で明治生まれのお爺さん

と御婆さんの基、5人兄弟の次女として生まれ、住友銀
行の支店長を務めるなどしていたお爺さんの娘として
比較的裕福な環境で育った様です。 
そんな 2人が、当時東大阪市で不動産の仕事をしてい

た父と出会い駆け落ちの様に結婚したと聞いておりま
す。 
残念ながら、父は 61 才で、母は 47 才と言う若さで 2

人とも亡くなってしまいました。もしも、今、元気で居
れば少しぐらいの親孝行も出来たのかな・・・と考えた
りは致します。 
そんな両親の基、父が仕事の独立をもって現在私が住

まいする三島郡島本町へ昭和 45 年、私が 3歳の時に転
居したと聞いております。 
私の学生時代は小、中、高と野球に明け暮れ「プロ野

球選手を夢見る」少年で有りました。小学校、中学校は
地元島本町で、野球チームに所属し、小学校、中学校も
キャプテンを任されるタイプでした。当時の島本町は自
然豊かでしたので、山や川で遊んでいるか野球をしてい
るかと言い状態で、勉強はほとんどした記憶がありませ
ん。所謂わんぱくな少年だったと思います。 
高校は親の勧めもあり、甲子園出場を狙える学校と言

う事で「京都東山高校」へ進学しました。中学３年の時
テレビで、あの「大ちゃんブーム」で話題となった、早
稲田実業の荒木大輔投手と東山高校が対戦しているの
を見て、そして東山が勝利した事が、大きな志望の動機
になりました。入学し当然に野球部へ入るのですが、新
入部員だけで７０人ほど居ました。練習や先輩のご指導
などが厳しく、一週間で 20 人、１ケ月もすれば半分ぐ
らいになって居た様に記憶して居ります。私が高校２年
の夏では京都大会を優勝し甲子園出場と言う経験もさ
せて戴きました。残念ながらその時はレギュラーでは無
かった為、晴れ舞台でのプレーとは行きませんでした。 
本線での結果は、初戦一回戦では東京代表の小野投手

（後に近鉄バッファローズへ入団）率いる創価高校と対
戦し見事に勝利し２回戦へ進みましたが石川県代表の
学法石川高校に負けました。これで 3年生の高校野球は
すべて終了です。厳しくご指導いただいた先輩方から解
放され、いよいよ我々の学年が最上級生となり、意気
揚々と新チームとしてスタートします。 
新チームでは、副キャプテンを任され、先輩に続いて

甲子園出場を目指して居りましたが、野球部内での不祥
事が発覚し１年間の対外試合禁止の処分を受け、最終年
度では、春も夏も予選すら出られない形で高校野球を終
える事となってしまい、高校球児にとって最高の名誉
と、最高の不名誉を同時に経験する事となってしまい悔
いが残る高校野球生活でした。 
ここで、もう一つ甲子園に関する思い出が有ります。 

なんと、私と兄が二人とも甲子園球場から担架に担がれ
救急車で病院へ搬送された経験が有る珍しい兄弟なん
です。 
まず、私の場合ですが「甲子園の出場校には本番前の甲
子園練習と言ったものが有り、私もグランドの入り、当
時、阪神タイガースの真弓選手が守っていたシュートに
付き、本番を想定した練習を行って居りました所、強烈
なショートゴロが飛んできて、華麗に裁こうとした瞬間
に、イレギュラーし打球を顔面で受けてしまいました。 

         

そのままグランドで気絶していたらしく、ベンチまで運ば
れ、目を覚まし、血だらけの口を洗面台で濯ぐと前歯４本
が無くなっており、ユニホームを着たままの状態で、救急
車に乗せられ、恐らく、どこかの歯医者さんへ運ばれたと
思いますが緊急で歯の治療をした経験が有ります。 
そして、兄の場合ですが・・・何年前かははっきりしな

いですが・・・ 
甲子園球場のライトスタンドで野球観戦中に、阪神タイ

ガースで今でも現役として活躍している、鳥谷選手のプロ
入り第１号ホームランをキャッチし損ねて顔面で受け、同
じく救急車で近くの病院へ運ばれたことが有ります。なか
なか、兄弟そろってこの様な事は早々無いのではと思いま
す。 
話の落ちとしまして、その取り損ねたホームランボール

を近くで拾われた方が当然いらっしゃるんですが、周りの
観客達が、担架で運ばれる兄を余りにも不憫に思い「その
ボールはあの兄ちゃんの物だ！！」と言って、実際に拾わ
れた方から取り上げて、担架で寝ている兄のお腹にボール
を乗せて貰ったそうで、しっかりホームランボールを持っ
て帰って来ていました。 
その後、球団から鳥谷選手が是非記念に取置きたいとの

連絡が入り、兄はサイン入りのバットやその他の球団グッ
ズと交換した様です。 
野球しかしていなかった私は、大学の受験にも失敗し、

予備校に通いながら浪人生活をして居りましたが、野球と
言う居場所を無くした自分は、何に対しても無気力で「ふ
らふら」、「だらだら」して居りました。そんな生活がさす
がに自分自身、嫌になって、突然、働く事に決め、求人雑
誌を買い求め、履歴書を郵送し、初めて面接を受けた会社
に「明日から来い！」の一言で、昭和 62 年に大阪の分譲マ
ンションを建設、販売する会社に就職する事となりました。 
サラリーマン時代に得たものが 2 つ有ったと思って居り

ます。1つは、バブルとそのバブルの崩壊の両方を同時に経
験したことです。不動産業界の絶頂期と絶不調期の過程に
おいて、人との出会いや別れ、お金が儲かる事と損をする
事、モノの値段が上がったり下がったりする事。などこの
バブルとその崩壊の中で色々な経験することが出来たと思
って居ります。私個人的にはサラリーマンでしたので負債
を抱える事は有りませんでしたが、取引先の営業マンや他
社の業界の先輩などは、個人的に大きな投資をしていた様
で、バブル崩壊後、自己破産や中には自殺された方を身近
で見るようなことも有りました。そして、会社の見事なま
での人員整理や縮小へのスピード感は、若かった私に取ま
しては非常にめまぐるしい物でした。その様な意味で大変
貴重な経験、体験で有り 1 つの財産で有ったと思って居り
ます。 
そして、もう 1 つ得たものは、現在の妻と出会い、結婚

することが出来た事もサラリーマン時代に得た大きなもの
であります。 
勤めさせて頂いて居た会社もその様な事から、体制や雰

囲気も大きく変化していた事や私自身の結婚のことも有
り、約 5 年間のサラリーマン生活を終え、父が経営する。
現在の松下建設に帰って来る事としました。私は、父から
「帰って来い」とか「後を継げ」等は一切なく、学生時代
には、かなり反抗的で父とは決して良好な関係性では無か
ったのですが、先程の会社を退職するタイミングなども有
り、本当に何となく、自分の都合だけで松下建設で仕事を
する様になったと記憶をしております。 
父も歳を取った事か体調が悪かったせいか分かりません

が、「お前の好きなようにしろ」と言うだけで、日々の報告
や相談も全く興味のない様子で、私は毎日毎日「オロオロ」
して居た状態で有りました。そんな日々が半年ぐらい続い
た時に、検査入院だと聞いていた病院からの電話で「直ぐ
に病院へ来てください」との連絡を受け、到着すると正に
病室から手術室へ運び出されるタイミングでした。その時
に目と目を合わせて、少しだけ会話をしたのが最後の別れ
となってしまいました。 
急に亡くなりましたので、その後の諸々の仕事の事や

色々な方々とのお付き合いの事など、本当に分からない事
ばかりでした。母親も既に亡くなって居りましたので、誰
も相談する人が居ない状態となってしまい本当に困ったな
～と言う感じでした。 
 



 まとめる旨、承認した。 

４．RCBB の来訪について 

   10/18 例会前歓迎会の件、11 時から 1 時間、先方
の来訪人数は 12 名、食事は無しでペットボトルのお
茶を用意することを承認した。 

   先方への手土産の件は伊藤国際委員長が考える
旨、承認した。 

   10/16,17 の当クラブ受入れ態勢の件、午前、午後、
夕食に分け、いずれかの時間、全会員が参加して歓
迎する旨、承認した。 

５、その他 

   10/18 例会時の会員の昼食は、準備時間の関係上、
かつ乃のお弁当@2,000 になることを承認した。 

   クラブ旗の更新の件、¥92,880 拠出する旨、承認
した。 

   古川会員へクラブからお見舞金を拠出する旨、承
認した。 

作成者 橋本憲治 

◎ニコニコ箱報告 
・誕生記念内祝 藤井君、 

光本君（お祝いしていただきありがとうござい 

ます。先日、新入会員歓迎会にてはし 

ゃぎすぎ、大変失礼をいたしました。 

皆様の寛容な心に感謝いたします）、 

西田君（皆さん、有難うご座居ました） 

・入会記念内祝 朝倉君、馬渕君 

早川君（早 1年となりますが、今後とも宜しく 

お願い致します）、 

・創業記念内祝  藤井君、 

松下(浩)君（卓話を聞いて頂き有難うご座居 

ました。先日は新入会員の歓迎会を開 

いて頂き有難うご座居ました。）  

長山君（ありがとうございます。） 

・歓迎会ありがとうございました。      飯島君 

・各記念月の皆さん、おめでとうございます!! 

心からお祝申し上げます。         河合君 

・欠席が続き申し訳ございません。      川脇君 

・薬物乱用防止キャンペーン、たくさんのメンバーにご

参加いただき有難うございました。     小山君 

 

         本日の合計  ￥  70,000- 
       7/1 よりの累計  ￥  611,000- 

  

◎R 財団への寄付 

 朝倉 通憲君 ￥5,000-  

坂野 信一君 ￥5,000-（先日のご説明で財団と米山の違いが 

よく分かりました） 

 河合 一人君 ￥5,000- 西田 直弘君 ￥10,000- 

 山口 誠 君 ￥5,000-  

 
          本日の合計   ￥ 30,000- 
       7/1 よりの累計  ￥ 280,000- 

           一人当たり平均 ＄50.37 

 

◎米山奨学会への寄付 

 西田 直弘君 ￥10,000- 

 

         本日の合計  ￥  10,000- 
       7/1 よりの累計   ￥ 172,500- 
         会員より  ￥ 45,000- 

ｸﾗﾌﾞより  ￥127,500- 

           一人当たり平均 ￥3,382- 

 

 

 

 

25 才で社長になってしまいましたが、右も左も分から
ない、ただの若造に世間の信用など当然なく、松下建設、
何時潰れるやろ・・・的な空気感を感じておりましたが、
気持ちだけは「負けず嫌いで」その日その日を必死で送
って居た様に記憶しています。父の葬儀が終わり、どう
にか会社を運営して居りましたが、「知らない叔父さんや
ら、業者の方など」突然来て、父親と「こんな約束が有
ったとか、無かったとか」、来て欲しくない方々が色々と
尋ねてこられて対応に困ったようなことも有りました。 
29 歳で波々伯部先輩のお誘いを受け、高槻青年会議所

「高槻 JC」に入会させて頂き、11 年間の JC 生活では、
様々な経験をさせて戴いたことも今の自分自身の大きな
財産になったと思って居ります。 
現在の仕事は、土地を購入し、造成、開発し建築、販

売と言った所謂、建売事業をメインとしながら、古くか
らのお客様が所有されている不動産の管理や相談業務、
リフォームと言った不動産や住宅に関する事は何でもや
らせて頂いております。 
最近では地元島本町の活性化、町興しを意識して、今

まで島本町に無かった本格的なケーキ屋さん、イタリア
ンレストラン、和菓子屋さんなどを誘致させて貰ったり、
更に、島本町にも外国人の方々に宿泊して貰い、少しで
も町内で消費して貰える為に、ゲストハウス（簡易宿泊
所）の事業なども松下建設として取り組ませて頂いてお
ります。島本町は非常に交通の利便性も高く、大阪、京
都へもそれぞれ 30 分も掛からない地域です。サントリー
山崎工場は京都府のイメージですが、実は島本町に所在
して居り、工場見学では外国人を含めて年間約１５万人
程の方が来られていると聞いております。 
既に 1 件目の簡易宿泊所を運営し、延べ 100 名以上の

外国人の方々にご利用いただき、現在 2 拠点目のオープ
ンに向けて古家を購入し、リノベーション中でございま
す。年内にはオープンさせる予定で現在進めております。 
そんなこんな事を経て、今日現在になってきておりま

すが、父が亡くなり 25 年の歳月になりますが、お陰様で
今は少し落ち着き、長男は社会人、次男は大学 2 回生の
「野球バカ」、長女は高校１年生とごくごく普通に生活で
きていることが有りがたいなあ～と思う今日この頃で有
ります。 
取り留めのない話にお付き合いいただき誠に有難うご

ざいました。 
 
◎例会前の行事  9 月度定例理事会 

2017～2018 年度 9 月度定例理事会議事録 

日 時： 2017 年 9 月 6 日（水） 11:00~12:00 

場 所： 例会場 

出席者：浜田、井前、藤井、田渕(代理:深野)、大木、
馬渕、河合、朝倉、松下、小山、伊藤、川畑、 

小阪(代理:内本)、橋本 

議 事 

１．前回議事録承認 

     異議なく承認された。 

２．8 月度会計報告 

     異議なく承認された。 

３．IM 準備の進捗について 

   朝倉実行委員長より IM 実行委員会での進捗状

況について報告があった。プログラム時間が

13:30～16:30 になることを承認した。 

   14:00～14:50の第 2部中村桂子先生による講演

テーマはご本人に決めていただく旨、承認した。 

   15:00～の第 3 部代表クラブプレゼンテーショ

ンテーマ「わがクラブの一押し奉仕活動」につい

ては、松尾ガバナー補佐エレクトを通じて近藤ガ

バナー補佐に代表クラブの選出を依頼することを

承認した。なお、時間の都合上、4,5 クラブの発

表となる旨、承認した。 

  IM チラシ内容を 9/27 の IM 実行委員会までに 
４．RCBB の来訪について 
   10/18例会前歓迎会の件、11時から 1時間、

先方の来訪人数は 12 名、食事は無しでペッ


